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新年あけましておめでとうございます。年頭に

当たり、本年が日本と世界の人々にとって良き年

となることを心からお祈り申し上げます。

旧年は、引き続き新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）への対応と、 2 月に勃発したロシア

によるウクライナ侵攻のニュースに終始した 1 年

でした。

また、これらに伴って生じた物流の停滞による

資源不足、さらには物価の高騰などに見舞われた

厳しい 1 年でもありました。年後半にかけて行動

制限や出入国の水際対策が緩和され、社会・経済

活動は活発化・正常化の兆しを見せ、年末年始に

は賑わいを取り戻しつつある状況ではありました

が、変異株の蔓延によりコロナ禍の波の推移は予

断を許さない状況が続いています。

本年は、さらに細心の注意を払いながら、社会

生活を「ポストコロナ」、「ウィズコロナ」の状況

に合わせていく必要があるかもしれません。

さて、当協会は昭和 35 年（1960） 9 月に財団法

人として設立され、平成 24 年（2012） 4 月に公益

財団法人に移行し、現在に至っております。

本年は、協会の 4 つの公益事業、（ 1 ）放射線

影響に関する知識の普及・啓発及び研究活動へ

の奨励・助成　（ 2 ）放射線影響に関する調査研

究　（ 3 ）放射線の防護及び利用に関する調査研究　

（ 4 ）放射線業務従事者等の放射線被ばく線量等に

関する情報の収集、登録及び管理を引き続き推進

してまいります。また、平成 23 年（2011） 3 月の

東電福島第一原子力発電所事故以降、協会の果た

すべき役割は益々重要になってきていると認識し

ております。被災地の復興をはじめ協会が社会の

要請に的確に応えお役に立てるよう、様々な状況

の変化に合わせて協会業務を見直し、機動的に対
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応できるよう日々の業務を推進してまいります。

放射線疫学調査センターは、低線量放射線の慢

性被ばくによる健康影響の疫学調査を国からの受

託事業として平成 2 年（1990）から実施してきて

おります。特に、原子力施設の放射線業務従事者

の方々から多大のご協力をいただきながら推進し

ております。これまでの調査結果では低線量放射

線が悪性新生物による死亡率に影響を及ぼしてい

ると結論付けられておりません。これまでの調査

により得られた重要な知見の一つは累積線量とが

ん死亡との関連には喫煙等の放射線以外の要因が

交絡しており、低線量放射線のリスク分析には生

活習慣等の情報が不可欠であることが分かったこ

とです。その成果を国内外の学会や学術誌に発表

をしてきました。

令和 4 年度は、第Ⅶ期調査の三年目として、平

成 27 年度から 31 年度まで実施した第Ⅵ期調査に

おいて調査への協力に同意いただいた約 8 万人の

方々からなる調査集団を対象として、提供いただ

いた喫煙習慣、飲酒習慣、食生活の状況、原子力

施設における業態、健康状態、就学期間など詳細

な生活習慣情報を用い、交絡因子を考慮した上で

低線量放射線のリスクの分析を継続しています。

またこの分析では、全国がん登録制度に基づく

データを利用し、健康影響の指標を従前の生死情

報から更に広げてがん罹患情報に基づく放射線リ

スクの分析を行うと共に、従来用いてきた実効線

量から、国際的な放射線疫学研究で採用されてい

る臓器吸収線量を用いた分析を行います。さらに、

第Ⅶ期の分析では福島第一原子力発電所事故に伴

う緊急作業に従事した期間を含むこととなるので、

緊急作業線量から臓器線量への換算方法について

検討を行っています。このように調査で得られる

多くの情報を基に、未だ科学的に解明されていな

い低線量域における放射線影響についての新たな

知見を得るべく、今後とも疫学調査の推進に尽力

してまいる所存です。

放射線従事者中央登録センターは、昭和 52 年

（1977）11 月に原子力施設等で働く放射線業務従事

者の被ばく線量などの放射線管理情報を登録、保

管するために設立されました。以来、国から被ば

く線量等の記録保存機関としての指定を受け、事

業者から引渡される放射線業務従事者の被ばく線

量記録等を確実に保存管理すると共に、原子力事

業、除染等事業及び RI 等を利用する事業に携わる

放射線業務従事者を対象とした 3 つの被ばく線量

登録管理制度をそれぞれの制度参加事業者ととも

に運用しております。

それぞれの被ばく線量登録管理制度では、作業

者一人ひとりの被ばく線量を一元的に登録し、管

理を行っています。登録作業者数は令和 4 年（2022）

9 月末までの累計で約 78 万人に及びます。これら

の記録については、保存・保管するだけでなく該

当記録の本人や被ばく管理を行う参加事業者から

の情報照会に適切に対応しています。

また、原子力事業及び除染事業においては、放

射線管理手帳制度を運用しており、最新の被ばく

記録等が事業者により適時追加され、個人線量管

理の推進に大きな役割を果たしています。

今後とも、これらの運営を的確に実施してまい

ります。

放射線防護及び利用に関する調査研究は、日本

から選出されている ICRP 委員の活動を支援し、そ

の活動情報を関係者と共有すると共に知識・情報

を一般向けに解説・公開・提供しています。国際

的枠組みの中で構築される放射線防護に係る ICRP

勧告は、世界各国において尊重され、日本におい

ても放射線審議会の下でその内容や放射線防護関

係法令への取入れについて審議がなされており、

本調査研究事業はこの点においても国の放射線防

護に対する取組みに寄与することができます。

現在、ICRP においては、2007 年勧告に代わる基

本勧告の改訂に向けた検討が開始されているとこ

ろですが、このような中で、本年 11 月には、東京

での ICRP 国際シンポジウムの開催が計画されてお

り、活発な議論が行われることを期待します。

放射線影響に関する知識の普及・啓発及び研究

活動への奨励・助成事業は、長年にわたる協会の

実績を踏まえつつ継続し、放射線影響研究のさら

なる発展に貢献します。放射線影響研究を推進す

る優れた人材の支援と卓抜した業績の顕彰は未来

と過去を繋ぐ有意義な事業と位置づけています。

協会は、今後とも放射線影響研究に係る科学技

術の進展と国民保健の増進に寄与することを目指

して、積極的に社会に貢献してまいる所存です。

予想される国内外の激動に対応して、適時的確な

活動に役職員が力を合わせて挑戦し、協会の益々

の発展を期してまいります。

新年が平和で穏やかな年となり、協会と関係各

位が元気に高く飛翔することをお祈りいたします。

本年も、旧年同様、皆様方のご鞭撻・ご支援をお

願い申し上げます。
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協会の使命（協会の目的）、経営理念及び行動指針について

企画部　

公益財団法人放射線影響協会は、協会に勤

務する従業員一人ひとりが、日々の業務を進

めていく上で、絶えず念頭において判断の拠

り所としていくため、「協会の使命（協会の

目的）、経営理念、行動指針」を制定してお

ります。

これらの使命等の下、協会は今後も的確な

業務推進に向け努力してまいります。皆様方

のご指導の程よろしくお願い申し上げます。

使命（協会の目的）

公益財団法人放射線影響協会（協会）は、

放射線影響に関する調査研究及び放射線業務

従事者等の放射線被ばく線量等に関する登

録・管理等を行うことにより、原子力・放射線

利用の進展と国民保健の増進に寄与します。

経営理念

コンプライアンスの実践と個人情報の保護

に努め、社会のニーズに応える価値の創造と

国内外への積極的な情報発信を行うことによ

り、合理的に達成可能な放射線被ばく低減に

寄与します。

（コンプライアンスの実践、個人情報の保護）

○�法律に定められた内部統治に則して公益

法人として健全な運営を行うと共に、個

人情報の保護を確実に実施します。

（社会のニーズに応える価値の創造、国内外

への積極的な情報発信）

○�個人の放射線被ばくデータ等を蓄積する

被ばく線量登録管理制度の一層の充実・

進展をはかり、社会のニーズに応える価

値を創造すると共に、放射線業務従事者

の適切な放射線防護管理に役立つ情報の

提供に努めることにより、合理的に達成

可能な放射線被ばく低減に寄与します。

○�疫学的手法を用いた低いレベルの放射線

の人体への影響の解明等に努め、社会の

ニーズに応える価値を創造すると共に、

必要な情報を国内外へ積極的に発信する

ことにより、また、放射線影響に関する

調査研究の奨励を図ることにより、合理

的に達成可能な放射線被ばく低減に寄与

します。

行動指針

私たちは、使命を達成するため、業務遂行

にあたって以下を行動指針とします。

（1）誠実に対処します。

（2）個人情報を大切に扱います。

（3）事実に基づいて行動します。

（4）本質を見極め簡潔に考えます。

（5）内外との連携・調和・協働を大切にします。

（6）社会のニーズに的確に対応します。

（7）科学技術の進展を活用します。



4� 2023. 1, No.113放影協ニュース

１．放射線影響研究功績賞

本賞は、放射線の生物及び環境への影響、放射線の医学的利用の基礎並びに放射線障害の防

止など、放射線科学研究の分野において顕著な業績をあげた者に対して授与し、もって我が国

の科学技術の進展及び国民保健の増進に寄与することを目的としています。

令和 4 年度は、この目的に沿って募集を行いましたが、締め切り日までに受賞候補者の推薦

がなされなかったため、採択はありませんでした。

２．放射線影響研究奨励賞

本賞は、放射線の生物及び環境への影響、放射線の医学的利用の基礎並びに放射線障害の防

止など、放射線科学研究の分野において活発な研究活動を行い将来性のある若手研究者に対し

て授与し、もって我が国の科学技術の進展及び国民保健の増進に寄与することを目的としてい

ます。

この目的に従って、公募により受賞候補者の推薦を求め、学識経験者からなる選考委員会で

の審議・選考を経て、令和 4 年度は次表のとおりの受賞者 2 名を理事会にて決定しました。

受賞者（申請時の所属） 受賞業績／研究課題

【放射線影響研究奨励賞】

前田　宗利

公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター

研究開発部粒子線医療研究室

主任研究員

X 線マイクロビームによる細胞局所照射技術

を用いた細胞の放射線感受性変化の機構解明

【放射線影響研究奨励賞】

松本　孔貴

筑波大学

医学医療系臨床医学域放射線腫瘍学

助教

粒子線がん治療の発展・向上・普及に資する

基礎生物学的研究

令和4年度

放射線影響研究功績賞・放射線影響研究奨励賞

及び研究奨励助成金交付研究課題の決定について
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３．研究奨励助成金交付研究課題

本事業は、放射線の生物及び環境への影響、放射線の医学的利用の基礎並びに放射線障害の

防止など放射線科学研究の分野における調査・研究に対して研究奨励助成金を交付し、もって

我が国の科学技術の進展及び国民保健の増進に寄与することを目的として実施しています。

この目的に従って、公募を行い、学識経験者からなる選考委員会の審議・選考を経て、令和

4 年度は次表のとおりの 5 の研究課題に対して研究奨励助成金の交付を理事会にて決定しまし

た。

申請者（申請時の所属） 交付研究課題

1
尾池 貴洋

群馬大学

炭素イオン線がん治療における線エネルギー付与変調治療

計画実現のための物理・生物学的基盤研究

2

上川 泰直

広島大学大学院

助教

放射線による核膜損傷とその修復機構の解明

3

白川 真

福山大学

講師

ホウ素中性子捕捉療法の承認薬 (p-boronophenylalanine)
に対する新規水溶性溶媒の開発

4

服部 浩一

順天堂大学大学院

特任先任准教授

全身放射線照射によるアンジオクラインシステムを通じた

免疫制御機構の解明

5

松野 悠介

国立がん研究センター研究所

外来研究員

放射線がゲノム不安定性リスクに及ぼす影響と、その制御

メカニズムの研究
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 1. 背景と目的

がん放射線治療成績のさらなる向上には、原発

巣を放射線の集中照射で制御し、同時に周囲の潜

在的な転移巣は、その時発生する散乱線を積極的

に利用する方法として金ナノ粒子の併用が有望で

ある。従来は、十分な治療効果の増強を得るのに、

致死量に近い高濃度の金ナノ粒子を必要とし、臨

床応用への壁となっていた。我々は、金ナノ粒子

に正電荷を修飾し、DNA 指向性を持つ金ナノ粒子

を開発した。DNA 標的型金ナノ粒子は、中間エ

ネルギー帯のγ線（高線量率小線源治療）による

DNA 損傷に対して、従来より約 1,000 倍薄い濃度

で十分な増強効果を示し、用量を減らすための解

決の糸口を得た 1 ）。しかし、DNA 標的型金ナノ粒

子と、現在の放射線治療の主流で高エネルギー MV�

X 線の併用に対して、DNA 実験、細胞実験での実

証データはまだない。本研究では、DNA 標的型金

ナノ粒子と高エネルギー MV�X 線との併用に対し

て、DNA レベル、および細胞レベルで治療効果上

積みの検証を行い、次の動物実験や臨床応用への

橋渡しのためのデータを得ることを目的とする。

2. 結果と考察

DNA 損傷に対する効果の実証；DNA 標的型金

ナノ粒子は、少量でも高エネルギー X 線誘発の

DNA 損傷（一本鎖および二本鎖切断）に対して有

意な増強効果を示した 2 ）。DNA 標的型金ナノ粒

子（+AuNP）の Dose�enhancement�factor（DEF）は、�

一本鎖切断で 1.4 ± 0.2、二本鎖切断で 1.2 ± 0.1

であった（図 1 ）。一方で、マイナスの金ナノ粒

子も、高エネルギー X 線によって生じる活性酸素

種（ROS）は同様に生成していることが分かった�

（図 2 ）。これにより、DNA 標的型金ナノ粒子（プ

高線量率の放射線治療とDNA標的型金ナノ粒子併用による 

がん細胞増感制御法の開発

名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻

余語　克紀

令和2年度（2020） 研究奨励助成金交付研究の紹介

図1.  X線照射によるDNA二本鎖損傷

図2.  活性酸素種（ROS）の生成量

図3.  プラスおよびマイナスの金ナノ粒子の増強

効果の比較
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ラスの金ナノ粒子）がマイナスの DNA に結合する

ことで、低い薬剤濃度でも効果的に増強している

可能性が示唆された（図 3 ）。

がん細胞への効果検証を開始；まず DNA 標的型

金ナノ粒子（+AuNP）の細胞に対する毒性試験を

行った。細胞の生存率は、1.4nm 金ナノ粒子（200�

ng/ml）では、 3 日間では 80% であったが、 5 日

間では 0 % であった。核膜孔を通過可能と考え

られる粒径の小さな金ナノ粒子は細胞毒性が強い

ことが分かり、この濃度あたりが最大濃度と考え

られる。X 線を照射し、線量を変えて、金ナノ粒

子併用による細胞の生存率の測定を開始した（図

4 ）。まだプレリミナリーなデータであるが、残念

ながら、現在までのところ、DNA 標的型金ナノ粒

子（+AuNP）と従来型金ナノ粒子（-AuNP）、およ

び対象（Control）との間に、有意な効果増強は見

られていない（図 5 ）。

今後、DNA 標的型金ナノ粒子の投与の最適化、

さらにデータ数の追加を行い、実験データを固め

ていく予定である。また、もし増強効果が十分で

ない場合は、がん細胞への集積性などを評価し、

課題を明らかにする。

3. まとめ

本年度は、本研究助成金のもと、高エネルギー

MV�X 線を用いた研究を開始し、研究環境を整備す

ることができた。DNA 標的型金ナノ粒子と高エネ

ルギー MV�X 線の併用によって、X 線誘発の DNA

損傷に対して増強効果の実証データを得られた。

高エネルギー X 線は現在の放射線治療の主流であ

り、本提案手法が多くのがん患者へ適応できる可

能性を示すことができた 2 ）。

細胞実験の環境整備を進め、がん細胞に対する

治療上積みの検証実験を開始し、プレリミナリー

なデータが出始めた。残念ながら、現在までのと

ころ、DNA 標的型金ナノ粒子による有意な効果増

強はまだ見られていない。今後、DNA 標的型金ナ

ノ粒子の投与の最適化、さらにデータ数の追加を

行い、実験データを固めていく予定である。

4. 謝辞

貴重な研究の機会をいただきました公益財団法

人�放射線影響協会�研究奨励助成金、また評価いた

だきました選考委員の先生方、サポートいただき

ました事務局の方々に、心から感謝申し上げます。
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はじめに

日本保健物理学会第�55� 回研究発表会は、

日本放射線安全管理学会第 21 回学術大会と

の合同大会として、2022 年 11 月 24 日（木）

から 26 日（土）までの 3 �日間、博多駅から

電車等を乗り継ぎ 1 時間程のところにあり

ます九州大学�伊都キャンパス�椎木講堂（福

岡市西区）で開催いたしました。新型コロナ

ウイルス感染症の影響からここ 2 年 web で

の研究発表会となっておりましたが、対面開

催の実施を求める声も多く、今回は対面と

web を組み合わせたハイブリッド形式での初

の開催となりました。

写真　 九 州 大 学  椎 木 講 堂

大会長は日本放射線安全管理学会 (JRSM)

から中島裕美子�先生（九州大学アイソトー

プ統合安全管理センター）、日本保健物理学

会 (JHPS) から藤淵俊王（九州大学大学院医

学研究院・保健学部門・筆者）が務めました。

第４回日本保健物理学会・日本放射線安全管理学会合同大会

日本保健物理学会第 55 回研究発表会

藤淵　俊王（大会長、九州大学）

写真　中島大会長による挨拶

写真　藤淵大会長による挨拶

写真　会場入り口
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企画内容

本大会では、講演会場 3 室と機器展示会

場を 1 室用意し、オンライン会場として

EventIn という多機能ブース型のイベントプ

ラットフォームを使用いたしました。特別講

演 3 題、招待講演 3 題、学会連携セッション、

JHPS 企画セッション 7 題、JRSM 企画セッ

ション 2 題という多数の企画に加え、口頭

発表 101 題、ポスター発表 48 題もの演題が

集まりました。ポスター発表はオンライン会

場での電子ポスターの閲覧に加え、ショート

トークオンラインという 3 分発表、 2 分質

疑の形式で実施いたしました。ハイブリッド

開催ですが、演題募集時に、口頭発表は原則

現地での発表、ポスター発表は現地・オンラ

インどちらでも可ということで募集していま

したが、ポスターでも現地発表される方が半

数近くと多く見受けられました。参加登録者

数は 358 名（うち学生 55 名）、そのうち現地

で参加された方は 270 名近くになり、久々の

現地大会を待ち望んでいた方が多かったこと

がうかがえました。

＜特別講演、招待講演＞

特別講演 1 では、九州大学�高等研究院�特

別主幹教授森田浩介氏から「新元素の探索」

と題して、ニホニウムの発見に及ぶ研究の過

程、実験の詳細を分かりやすくご講演いただ

きました。

特別講演 2 では九州大学�工学研究院�教授　

出光一哉氏から、「粘土中の放射性物質の拡

散実験における放射性核種の利用について」

というタイトルで、放射性廃棄物の処分に際

し使用されるベントナイト中の放射性物質の

移行挙動に注目し、様々な元素の拡散につい

ての研究内容をご講演いただきました。

特別講演 3 では九州大学�農学研究院�教授�

石野良純氏から「CRISPR の発見とその機能

解明に果たした放射性同位元素利用実験の

重要性」と題し、CRISPR�:clustered�regularly�

interspaced�short�palindromic�repeats の 発 見 に

繋がった遺伝子解析において、放射性標識に

よる塩基配列解析法の利用をご紹介いただき

ながら、CRISPR からゲノム編集技術が誕生

するまでをご講演いただきました。

招待講演 1 では琉球大学�理学部長�古川雅

英氏から「地球科学と自然放射線 - 保健物理

学会での活動 30 年をふり返って -」と題し、

これまで長期間にわたり取り組まれてきた自

然放射線に関する調査研究や JHPS でのご活

動についてご講演いただきました。

招待講演 2 では原子力規制庁�熊谷直樹氏、

深野重男氏より、「最近の核燃料施設等及び

放射線安全規制の動向」について、それぞれ

の規制の動向やトラブル事例等についてご講

演いただきました。

招待講演 3 では九州大学病院�准教授�馬場

眞吾氏より、「大学病院における放射線管理

について」と題し、多くの放射線発生装置や

RI を有する大学病院に要求される放射線安

全管理や医療分野でのトピックスについてご

講演いただきました。

画像　  オンラ イ ン 会 場 の 様 子 　 ロ グ イ ン後 

画面上 か ら 各 部 屋 に 入 る と い う 流れ

写真　現 地 会 場 で の 講 演 の 様 子
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＜企画セッション＞

学会連携セッションでは、連携 WG での

これまでの連携に関する検討の結果と、あら

たな取り組みとして検討している放射線を

テーマとした教育訓練用資料としてビデオ教

材等のコンテンツの共有についての紹介と議

論をいたしました。

JHPS の企画セッションでは、学会内の専

門研究会や委員会から企画を挙げていただ

き、「環境中トリチウムの放射線防護に関す

る専門研究会」、「被ばくのカテゴリーと被ば

く状況に関する検討委員会」、「国際対応委員

会」、「医療被ばく国民線量評価委員会」、「中

長期計画策定委員会」、「若手研究会」、「RI�

施設における放射線管理を目的とした測定の

信頼性確保に関する専門研究会」からそれぞ

れの活動報告等について議論をしていただき

ました。国際対応委員会では、中国、韓国と

オンラインでつないでの講演も行われ、遠距

離でも容易に議論ができる web 大会のメリッ

トが生かされておりました。

また JRMS の企画セッションでは「仁科記

念サイクロトロンセンターの廃止措置」、「生

物学的線量評価の現状と展望」をテーマに両

学会の持ち味を生かした幅広い内容の企画が

行われ、合同大会の良さを感じることができ

ました。

＜一般演題発表＞

一般演題口頭発表は 21 のセッションに分

け、現地参加者だけでなく、オンライン参加

者もチャット欄から質問ができる方式で活発

に議論いただきました。

座長等の審査員による採点をもとに、選考

委員会において若手優秀プレゼンテーション

を 5 題、全参加者の web 投票によるポスター

賞を 3 題選出し、最終日閉会式前の表彰式

において表彰をいたしました。

写真　表彰式の様子。受賞者には賞状と副賞

（九大オリジナルグッズ）を授与

本大会では現地機器展示会場も設け、 9

社から出展いただきました。また今回初の試

みとしまして、大学・研究機関による研究成

果出展ブースも設け、研究成果発表、PR の

場としてのブースも設けました。

写真　 大学等展示ブースでの放射線防護教材

のデモンストレーション

ハイブリッド開催を企画、運営して感じた

ことは、参加者にとって参加のハードルが下

がるメリットがある一方、現地会場・オンラ

イン会場両方の準備、機材が必要となりコス

トも増えてしまうこと、ハイブリッドと言っ

ても自由にオンライン上で発表できる形式か

らスムーズな進行のために動画スライドを流

す方法など様々あり、バランスを取ってトラ

ブルなく開催するという点で検討すべきこと

が多くあることを実感いたしました。その中

でやはり現地開催で数年ぶりに知人と会って
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の雑談などは現地開催ならではのもので、効

果的な人的交流という意味での現地開催の意

義は大きいということも改めて感じました。

写真　 現 地 会 場 受 付 の 様 子

大会企画時当初は懇親会の開催についても

検討しておりましたがコロナ感染流行の波も

あり開催時の状況が読めないことなどから断

念させていただきました。来年度の大会では

状況もより落ち着いて懇親会まで含めた大会

が開催されることを期待いたします。

第 4 回合同大会の開催に当たり、福岡ま

で足を運びご参加いただいた皆様、またオン

ラインから活発にご議論いただいた皆様に心

からお礼を申し上げます。また、協賛等頂い

た企業団体の皆様に感謝いたします。最後に

なりますが、運営にご協力いただいた座長の

皆様、現地スタッフとして積極的にお手伝い

いただいた九州大学の学生の皆様、参加登録

および大会のコーディネートをしていただ

きました株式会社 JTB 様、オンライン会場

の運営をしていただきました株式会社ブイ

キューブ様、助成をいただきました福岡観光

コンベンションビューロー様、そのほか関係

する多くの皆様に心から感謝申し上げます。

写真　実行委員の集合写真

写真　福岡市のPRタペストリー

画像　第4回合同大会講演要旨集の表紙
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第 4 回日本保健物理学会・日本放射線安全

管理学会合同大会が 11 月 24 日から 26 日に

かけて福岡県福岡市の九州大学伊都キャンパ

スで開催され、当協会からは古田と筆者が現

地に赴いて参加しました。昨年開催された前

回の合同大会はコロナ禍のためオンライン開

催でしたが、今回は合同大会としては初の現

地とオンラインを併用するハイブリッド開催

となりました。今回の学会では一般演題のほ

か招待講演、特別講演、企画セッション等が

開催されました。

筆者は「放射線影響１」のセッションにお

いて、「J-EPISODE における新コホートの特

性と予想される結果」の演題で口頭発表を行

いました。これは 2019 年度まで実施した第

Ⅵ期において設定した新しいコホートの特性

を線量群別に調査し、解析時の交絡因子によ

る調整効果を検討したものです。発表後に喫

煙と教育年数との関連等に関する質疑応答

を行いました。古田は「放射線影響２」の

セッションにおいて、「放射線業務従事者コ

ホート J-EPISODE の第Ⅶ期解析計画」の演

題で口頭発表を行いました。これは我々が

1990 年から実施してきた J-EPISODE の概要

と 2024 年度に解析・取りまとめを予定して

いる第Ⅶ期解析における従来との相違点、例

えば記録線量を臓器線量に変換して解析に使

用することや、死亡解析に加えてがん罹患解

析を実施すること等を紹介したものです。発

表後に住民票による生死確認と人口動態調査

死亡票を用いた死因照合との関連等に関する

質疑応答を行いました。

保健物理学会が現地で開催されるのは

2019 年以来となります。セッション終了後

に追加での質疑応答や名刺交換ができるのは

現地開催ならではの利点と感じました。ま

た、事故対応訓練等の報告は放射線安全管理

学会との合同大会であるからこそ聴講可能で

あり、さらなる継続が有用と考えられました。

今後も継続参加により放射線疫学調査の広報

に努める所存です。

�

第4回日本保健物理学会・日本放射線安全管理学会

合同大会に参加して

放射線影響協会 放射線疫学調査センター　工藤　伸一

会場となった九州大学伊都キャンパス椎木講堂
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ERPW（European� Radiation� Protection�

Week、欧州放射線防護週間）2022 の学会が

10 月 9 日～ 14 日にポルトガルのエストリル

で開催され、当協会から筆者が参加しました

（図 1）。参加者約 300 人でした。筆者にとっ

て 3 年振りの海外出張でした。

全体会議では、放射線防護体系の将来が大

きなテーマで、ICRP、EC、IAEA、WHO か

ら各々の見通しの発表がありました。また、

MELODI、EURADOS、EURAMED、NERIS、

ALIENCE、SHARE など各プロジェクト、プ

ラットフォームの活動報告とともに、数多

くなったそれらを統合する仕組みに関して

PIANOFORTE、�MEENAS、SNETP か ら 発 表

がありました。時節柄、欧州にとって身近な

問題であるウクライナ特別セッションが開か

れたことも特徴でした。

筆者は、“Uncer ta in t i e s � in � o rgan � dose�

reconstruct ion� from� Fukushima� accident�

emergency�work� dose� in� J-EPISODE�cohort�

study”（J-EPISODE における福島事故の緊急

作業線量から臓器線量を再構築する際の不確

かさ）のタイトルでポスター発表を行いまし

た（図 2）。同意者約 8 万人から構成される

J-EPISODE に約 4 千人の緊急作業者が含ま

れますが、それと労働安全衛生総合研究所が

実施する「東電福島第一原発緊急作業従事者

に対する疫学的研究」（NEWS）との関係が、

外国の方には理解しづらいように感じまし

た。

口頭発表、ポスター発表で、仏の医療従事

者コホートの初の分析結果、また、同原子力

作業者コホートの非がん疾患のリスク分析に

おいて認知症で有意な結果が出たことなどを

始めとして、興味のある発表がありました。

ポスター発表会場は密な感じもしましたが、

その場で質問できるのは対面開催ならではの

メリットでした。ウラン鉱山労働者のプール

ERPW2022に現地参加して

放射線影響協会 放射線疫学調査センター　古田　裕繁

図１　ERPW2022 の会議場

図２　ポスター発表会場の様子
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解析 PUMA において、直接担当者と被ばく

時年齢、到達年齢、線量率などの修飾効果の

分析方法の議論が出来たのは大きな収穫でし

た。

開催地エストリルは、首都リスボンから約

20km 西の、大西洋に面した海岸線に位置す

るリゾート地です。学会場隣にはカジノがあ

り、その前には広大な芝生と海が広がった風

光明媚な街です（図 3）。隣町のカスカイシュ

には王族の別荘もあり、欧州の人には人気の

観光地のようです。

ユーラシア大陸最西端のロカ岬も近く、学

会の交流プログラムで、バス 6 台を連ねて見

学に出かけました（図 4）。

かつてスペインと世界を 2 分した大航海時

代の「発見のモニュメント」が築かれていま

す。世界史で習ったヴァスコ・ダ・ガマやマ

ゼランのほか、日本に馴染みのフランシスコ・

ザビエルの像もありました。ポルトガルの日

本発見は 1541 年と記されており、1543 年鉄

砲の種子島伝来より早いのは筆者にとっての

発見でした（図 5）。豊後の臼杵に漂着した

ようです。

ポルトガルは、カステラなど多くの食文化

を日本に伝えましたが、お菓子だけでなく、

ワインや海鮮料理など日本人の口に合う食べ

物が多くありました。タコやイカも好物のよ

うです。

オミクロン株感染が下火になった現地で

は、学会場や電車の中で、マスク着用率は目

測で約 5% でした。若者はノーマスクで、マ

スク着用者は高齢者が多いように感じまし

た。

次回は来年秋にアイルランドのダブリンで

開催予定です。

図３　エストリルの庭園・海の風景

図５　ポルトガルの日本発見 1541 年

図４　ユーラシア大陸最西端のロカ岬
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米 国 放 射 線 影 響 学 会 Radiation�Research�

Society の年次総会が�2022 年 10 月 16 日から

19 日にかけて米国ハワイ州ワイコロアで開

催されました。ワイコロアはワイキキから東

に飛行機で 45 分のハワイ島にあり、この時

期は最高気温が 30 度前後という、かなり温

かい気候でした。当協会からは筆者が現地参

加しました。

筆者は Symposium�10:�Environmental�Effects�

Fukushima�のセッションにおいて Two�topics�

from� the� epidemiological� studies�of� Japanese�

nuclear�workers�のタイトルで口頭発表を行い

ました。内容は喫煙等の生活習慣、教育年数

等の社会経済状態と放射線とのがん死亡リス

クの比較、及び放射線リスク推定時における

喫煙調整効果からなるものです。発表後に潜

伏期、罹患率解析、LSS との違い、放射線と

喫煙との交互作用等についての質疑応答を行

いました。

主催者によると参加者は 650 名とのこと

でした。その他には米国の Million�Worker�

(Person)�Study、ベラルーシや韓国の疫学調査

の報告もあり、日本からは原爆被爆者の調査

結果も報告されていました。

次回はケベック州、モントリオールで

2023 年 8 月 27 日から 30 日に開催予定です。

Radiation Research Society’s

68th Annual Meetingに現地参加して

放射線影響協会 放射線疫学調査センター　工藤　伸一

会場となったホテル内の景色
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第6回 ICRP 国際シンポジウム（ICRP2021+1）�

が2022年11月 7 日～10日にカナダのバンクー

バーで開催された。当初、2021 年に開催される

予定であったが、COVID-19 の影響で 1 年延期

されての開催であった。

筆者は、（公財）放射線影響協会の公益事

業のひとつである「放射線の防護及び利用に

関する調査研究」の一環として上記シンポジ

ウムに参加した。以下にこの概要について報

告する。

１．はじめに

ICRP は、2011 年 の べ セ ス ダ (USA) か ら

2 年毎に、ドバイ、ソウル、パリ、アデレー

ドそしてバンクーバーと世界各国で ICRP 国

際シンポジウムを開催してきた。

ICRP 国際シンポジウムは、放射線防護に

関わる専門家や研究者が世界中から集い、

様々な分野での課題、最新の研究などについ

て議論し、意見のフィードバック、学びの場

となっている。�

今回のシンポジウムのサブタイトルは、

“THE�NEXT�GENERATION”。

ご案内のとおり、最後の主勧告 Pub.103

が 2007 年に勧告されてから 15 年が経過し、

ICRP ではこれからの 10 年を放射線防護体系

の見直しに集中し、次の主勧告を作成すると

している。このシンポジウムもそのステップ

のひとつと位置付けられている。

なお、61 か国から 409 名の会場参加及び

70 名の e-poster のみの参加があった。

２．シンポジウムの概要

シンポジウムは 15 の session から構成され

ていた。

Session 1 「Welcome�Address�&�Bo�Lindell�

Medal�Speech」では関係者からの挨拶に続き、

Bo�Lindell�Medal を受賞した荻野晴之氏（原

子力規制庁）から 30 分に及ぶ speech があっ

た。荻野氏は 3 人目、男性初、アジア初の

受賞者である。

国際放射線防護委員会（ICRP）

第6回国際シンポジウム（ICRP2021+1）に参加して

（公財）放射線影響協会 常務理事　菅井　研自

会場となった The Westin Bayshore Bo Lindell Medal を受賞された荻野晴之氏
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Session 2 「Review� and� Refinement� of� the�

Fundamentals�of�Radiological�Protection」 の 冒 頭

では、ICRP 主委員会 Rühm 委員長より ICRP の

現在の活動状況についての紹介があった。ICRP

は「Keeping� the� ICRP� recommendations� fit� for�

purpose(2021.7)」、「Areas�of�research�to�support�the�

system�of�radiological�protection(2021.9)」と 2 本

の論文を公表し、ICRP2021 が延期されたこと

により代替で 2021 年 11 月に開催された「The�

Future�of�Radiological�Protection�Digital�Workshop」

において世界中の関係者から様々な feedback

を 受 け、 こ れ に つ い て も「Summary�of�the�

2021�ICRP�workshop�on� the�future�of�radiological�

protection(2022.5)」と論文化して公表した。こ

れらについて検討する Task�Group が 30、現在

活動していることなどが紹介された。

Session 3 以降は、ICRP におけるこれからの

10 年間に焦点を当てたテーマ毎の活動状況及

び今後についての紹介とそのテーマに対する関

係団体からの feedback が主であった。各 Task�

Group における活動内容については、ICRP の

HP に詳しく掲載されているので、そちらをご

覧いただきたい。

(https://www.icrp.org/page.asp?id=404)

最後の Session15�「Next�Steps」では、ICRP 主

委員会 Rühm 委員長より 30 の Task�Group のう

ち特に重要な 20 について対応していること、

主委員会ではさらに 19 の topics を特定したこと

を紹介した後、すでに刊行された Publications、

活動中の Task�Group 及び主委員会が特定した

19 の topics の関係について、Effects�and�Risks、

Dosimetry、Ethical�Foundation、Environment、

Concepts�&�Implications の 5 つのブロックにま

とめて示された。一例として Effects�and�Risks

について表に示す。�

【影響とリスク】

すでに刊行された Publications

・�Pub.115：ラドンと子孫核種による肺がんのリスク

・Pub.118：�正常な組織・臓器における放射線の早期影響と晩発影響－放射線防護の視点から見た組

織反応のしきい線量－

・�Pub.150：プルトニウムおよびウランの被ばくによるがんリスク

・�Pub.152：放射線デトリメントの計算方法

現在活動中の Task�Group

・�TG91：低線量・低線量率被ばくのリスク

・�TG99：標準動植物

・�TG105：放射線防護体系を適用する際の環境の考慮

・�TG111：放射線に対する個人の反応を決定する要因

・�TG115：宇宙飛行士の放射線防護のためのリスクと線量評価

・�TG119：循環器疾患

・�TG121：子孫および次世代への被ばくの影響

・�TG122：がんについてのデトリメント計算のアップデート

・�TG123：人の健康についての放射線影響の分類

主委員会が特定した Topics

・�線量、リスクおよび防護の個別化

・�循環器疾患以外の非がん影響

・�不確実性の原因と影響

・�改訂されたデトリメントとその適用
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また Rühm 委員長は、改訂される主勧告の

構成要素となる Building�Blocks はすでに Task�

Group のテーマとして列挙されているとし、19

の topics について検討時期を 2 年ずつ（2023-24、

2025-26、2027-28）に分けて示した。このように、

2029 年とされる次期主勧告の改訂に向けて、こ

れまでも議論の経過を論文としてまとめてきた

ように本シンポジウムでの知見や議論を着実な

成果として一つ一つ位置付けていくとともに、

検討の道筋が整理されてきていることを印象付

けた。

そして次回のシンポジウム ICRP2023 では、

Keeping�the�System�of�RP�fit�for�purpose に焦点を

当てるとともに、日本における放射線防護の経

験（特に福島事故の経験がどのように放射線防

護を改善・発展させたか）と放射線防護の将来

への国際的な貢献がテーマとなることが紹介さ

れた。

最後に、QST の神田玲子氏から ICRP2023 第

7 回 ICRP 国際シンポジウムは、2023 年 11 月

6 日～ 9 日に東京・グランドニッコー東京台

場で開催されることがプロモーションビデオと

ともに紹介された。

３．所感

会 議 を 通 じ て、transparency、openness、

communication という word が多く聞かれ、ICRP

の一貫した取り組み姿勢を示していた。また、

simplification、clarity、realism な ど 運 用 段 階 で

実効性が向上することを関係者から要望され、

ICRP もそれを目指していることも表明されて

いた。質疑の中で ICRP は今後も多くの関係者

から様々な feedback をもらい、それらはフィル

タをかけることなく Task�Group で検討していく

という説明もあり、これからの 10 年は関係者

が絶えず ICRP での議論を注視し、積極的に関

わっていくことが重要であると感じた。

今回のシンポジウムのプログラム委員会は、

カナダ放射線防護協会及びカナダ原子力安全委

員会が主導し、整然と 15 の session が設けられ

ていた。一方、来年の ICRP2023 では、ICRP の

イベントと並行して、日本放射線影響学会と日

本保健物理学会が同一会場で開催されるととも

にその前後にはサテライトシンポジウムが開催

されると聞いている。非常に困難な運営が予想

されるが、当協会としてもできる限りの協力を

行いたいと考えている。

最後に旅の教訓を一言。

今回のタクシーで移動した際、某氏がクレ

ジットカードで支払いをして、車を降りたとこ

ろ財布がないことに気づいた。タクシーの姿は

すでになく、ホテルのドアマンに help を求め、

レシートに書かれたタクシー会社の電話番号に

電話してもらった。タクシー会社からは車両ナ

ンバーが分からないと何もできないと言われ

たが、レシートを注意深く見ると「# 3 」とあ

ることに気づいた。ほどなくしてタクシー会社

から財布が見つかり、届けてくれるとの連絡が

あった。その間、約 1 時間、財布を置き忘れ

た方は不安な時間を過ごすこととなった。

Moral�of�the�story,�always�keep�the�receipt.
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　ICRP調査・研究連絡会行事

ICRP調査・研究連絡委員会

令和4年度「外部専門家との意見交換会」（Webセミナー形式）

公益財団法人　放射線影響協会　企画部　

放射線影響協会では、放射線影響に関する

調査研究も事業の柱としており、国際放射線

防護委員会（ICRP）の勧告や報告等につい

て調査研究する ICRP 調査・研究連絡会を組

織し活動を行っています。

この ICRP 調査・研究連絡会の下に ICRP

調査・研究連絡委員会を設けて ICRP 各委員

会における検討・審議の状況に関する情報交

換等を行ってきております。その活動の一環

として、外部の専門家を招聘し、その外部専

門家と ICRP 委員等が様々な視点から意見交

換・議論を行う会を開催してきております。

今般、「外部専門家との意見交換会」と題し、

「リスク指標とリスク比較について」をテー

マに意見交換会を実施いたしました。

本意見交換会は、放影協ホームページ等に

より事前に参加者を募り、令和 4 年 12 月

13 日（火）に Web セミナー形式で開催し、

100 名を超えるご参加をいただきました。

本報告会の概要を以下に記します。

記

＜開催日時＞

令和 4 年 12 月 13 日（火）

14 時 00 分～ 17 時 00 分

＜プログラム＞

14:00 ～ 14:05� 開会の辞　放射線影響協会

14:05 ～ 15:25� �講 演　 進 行 役　 甲 斐� 倫 明

（ICRP 主委員会委員）

14:05 ～ 14:25� �リスク学におけるリスク比較

の役割

� 岸本�充生（大阪大学教授）

14:25 ～ 14:45� �リスクアナリシスの点からみ

たリスク比較

� �村上� 道夫（大阪大学特任教

授）

14:45 ～ 15:05� �公衆衛生における DALY の

評価とその効用

� �野村� 周平（慶應大学特任准

教授・東京大学特任助教）

15:05 ～ 15:25� �放射線分野のリスク指標：デ

トリメント

� �甲斐� 倫明（日本文理大学教

授�/�ICRP 主委員会委員）

15:25 ～ 15:35� 休憩

15:35 ～ 16:35� ラウンドテーブル討論

� モデレーター�甲斐�倫明

パネル討論のポイント

①リスク比較の役割

②�リスクの表現について、リスク評

価との関係

③�リスク指標のもつべき条件

パネ�ラー：講演者（岸本�充生・村上�道夫・

野村�周平）に加え小笹�晃太郎（C 1

委員）、島田�義也（C 1 委員）、�

細野�眞（C 3 委員）�吉田�浩子（C 4

委員）

16:35 ～ 16:55� 質疑応答

� モデレーター�甲斐�倫明

16:55 ～ 17:00� 閉会の辞　放射線影響協会
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最近、楽しみにしていることについて

放射線影響協会 放射線従事者中央登録センター　上條　茂

自由自由さんぽさんぽ

最近、楽しみにしていることがいくつかあ

るので、そのことを書きたいと思います。

① バイクに乗ること。

初めてバイクに乗ったのは、今から35年

以上前で、 1 台目のバイクはホンダの「Ⅴ

T250F」と言うオンロードバイクです。購入

して 5 年ほど乗りました。

2 台目は、ホンダの「XLR�BAJA」と言うオ

フロードバイクに乗っていました。このバイ

クは、色々とメンテナンスしながら20年以上

乗りました。オフロードバイクの良いところ

は、砂利道等の未舗装の道路を苦労せず走れ

るところです。昔はロングツーリングに行く

とよく未舗装の道路に遭遇しました。オン

ロードバイクだと走るのに苦労することも多

かった為、 2 台目はオフロードバイクにしま

した。

そして、昨年の 8 月に 3 台目のバイクを購

入しました。これはカワサキの「ヴェルシス

X250ツアラー」というバイクで、現在はこの

バイクに乗っています。

このバイクは、オンロードとオフロードの

中間位のバイクで、オン・オフ両方に対応で

きるところが気に入っています。しかも、名

前にツアラーとついている通り、ロングツー

リングにも向いているバイクで、17Lのビッ

グタンクなので、ガソリン無補給で500キロ

ほど走れます。更に、荷物の積載量を増やす

為、荷台横にパニアケースも装備されてます。

バイクの楽しさは、色々とありますが、一番

良いところは、思いたったらすぐにどこにで

も行ける手軽さと、風を切って走る爽快さを

味わえるところだと思います。若い頃は、寝

袋とテントを持って、思いつくまま、気の向

くままにバイクを走らせて、気に入った場所

があると、テントを張って寝泊まりしていま

した。

今は流石に昔の頃のように、色々とバイク

で飛び回る体力はありませんが、天気の良い

日に、バイクにまたがり景色の良いワイン

ディングロードを走るととても楽しいです。

＜報告会概要＞

開会の辞の後、講演の部では「リスク指標

とリスク比較について�―リスク管理、放射

線防護およびリスクコミュニケーションの視

点から―」をテーマに 4 名の先生方からご

講演いただきました。

休憩をはさみラウンドテーブル討論の部で

は甲斐 ICRP 主委員会委員をモデレーターと

してお迎えし、前半の講演を踏まえ、 ３ つ

のポイント（①リスク比較の役割　②リスク

の表現について、リスク評価との関係　③リ

スク指標のもつべき条件）について、活発な

討論が行われました。

引き続き、甲斐委員がモデレーターとなり

視聴者とパネラーとの質疑応答を行いまし

た。
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但し、バイクの運転で転倒すると生死に係わ

るので、安全運転を心がけゆっくり、のんび

りとバイクツーリングを楽しんでいます。

3 台目のバイク「ヴェルシスＸ 250 ツアラー」

② 多摩川ウォーキング

天気が良い時は、週末、自宅近くの多摩川

を早足でウォーキングしています。時間は 1

時間30分くらい。ウォーキングをするように

なったきっかけは、ダイエットと足腰の鍛錬

です。多摩川ウォーキングの良いところは、

空が広くて自然豊かな風景の中を歩く気持ち

良さです。ウォーキングは、少し早歩きで歩

き終わると、軽く汗をかく程度です。ウォー

キングのおかげもあり体重も大分減りまし

た。

③ スーパー銭湯とサウナ

週に 1 ～ 2 回、スーパー銭湯へ行ってサ

ウナに入るのにハマっています。帰宅後、夕

食を軽く済ませた後、隣町にあるスーパー銭

湯へ車で行きます。この銭湯は、ジェットバ

ス、高濃度炭酸泉、高温サウナ、塩サウナ、

露天風呂等々リーズナブルで沢山のお風呂が

楽しめます。

私のお気に入りは塩サウナです。スチーム

蒸気がこもる小部屋の真ん中に、桶に入った

塩が置いてあり、スチームを浴びて汗をかき

ながら、塩を全身に刷り込みます。10分ほど

サウナに入った後、水風呂に入って体を引き

締めます。大体 3 回～ 4 回ほど繰り返しま

す。帰る頃には、デトックス効果もあり、心

身ともにリフレッシュされて癒されます。

④ 軽キャンピングカー

これは、まだ、購入はしていませんが、現

在、購入計画を立てています。昔から、関心

はあったのですが、なかなか、現実的なもの

にはなりませんでした。最近、妻も関心を示

し始めて、経済的な調整も目途がついたこと

もあり、購入計画を立て始めました。

今、購入を考えているのは、「テントむし」

という軽キャンピングカーです。この車を販

売しているお店は軽キャンの老舗で「テント

むし」は、大変人気があります。屋根に跳ね

上げ式のポップアップテントがついていて、

普段使いとキャンプ使いの 2 通りの楽しみ方

ができます。今は購入依頼をすると 3 年待ち
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の状態で、頭金を振り込んで順番待ちをして

います。

この車の他に、もう 1 つ購入候補に挙がっ

ている車があります。それは「ハッピーワン

プラス」という車です。この車の良いところ

は、居住性です。運転席の上にバンクベッド

があり、軽自動車ベースですが、居住空間が

広く、納車期間も半年ほどなので、どちらの

車にするか、現在、思案中です。

キャンピングカー「ハッピーワンプラス」

⑤ YouTube鑑賞

自室の大型テレビでYouTubeを色々と検

索して、好きな音楽や映像を楽しんでいま

す。最近はもっぱら、バイクやキャンピング

カー等、前述した楽しみにしていることを

YouTubeで検索して楽しんでいます。自分の

好きな楽しいことをYouTubeで検索すると、

他人が色々と詳しい情報をアップしてくれて

いるので、観ていて全く飽きません。ついつ

い、時間が経つのも忘れて、見入ってしまう

こともしばしばです。自分の興味があること

を、深堀して楽しむのにYouTubeは最適です。

⑥ アウトドアショップ巡り

バイクを購入し、アウトドアで遊ぶことが

増えてきたこともあり、テント等、必要な物

を買う為にショップ巡りをしています。

ネットショッピングという方法もあります

が、実物を自分の目で確かめてから、購入し

たいのでお店に直接足を運びます。最近気に

入っているブランドは、「モンベル」・「スノー

ピーク」・「ワークマンプラス」です。モンベ

ル、スノーピークは、高価だけど質を落とし

たくない品物、ワークマンプラスは、安価で

比較的しっかりした品物と買いわけをしてい

ます。まぁ、ほとんどがワークマンプラスの

物ですが・・・。

購入した物は、モンベル製は、寝袋とクッ

ションマット。スノーピーク製は、ガスコン

ロ、ガスランプ。ワークマンプラス製は、シ

ングルテント、イス、テーブル、アウトドア

小物(ライト、ロープ等々 )。

ワークマンプラスで購入して、実際使って

みて、更に上級者向けの良い物が欲しくなっ

た時は、モンベルやスノーピークの品物を購

入しようと思っています。自分がバイクで訪

れた場所でテントを張って、好きな物に囲ま

れて自然の中にいる姿を想像すると、それだ

けで、とても楽しい気分になってきます。

この他の楽しみとして、学生時代からやっ

ている卓球や綺麗な海でのシュノーケリン

グ、低山登山等々ありますが、紙面の都合上

割愛します。

以上が、最近楽しみにしていることです。

しかし、色々と楽しむためには、まずは健康

が第一なので、体調に気を付けて、これから

も様々なことに興味を持っていきたいと思い

ます。
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１．助成・顕彰事業（公募）に係るお知らせ

当協会は、我が国の科学技術の進展及び国民保健の増進に寄与することを目的として、以下

の 3 つの助成・顕彰事業を行っています。皆様のご応募をお待ちしております。

（1）��研究奨励助成金交付事業

� �研究奨励助成では、大学及び研究機関等において、放射線科学研究の分野における調査・

研究を実施している研究者の研究課題に対して、研究費（図書、消耗品の薬品、器具、実験

材料などの購入費用等）を助成しています。

（2）�国際交流助成事業

� �国際交流助成では、放射線影響に関する国際研究集会等における研究発表等のため海外出

張する研究者、調査研究のため海外の研究機関に派遣される研究者及び我が国に招へいさ

れる優れた外国人研究者に対して、旅費を助成しています。

（3）��顕彰事業（放射線影響研究功績賞・放射線影響研究奨励賞）

①�放射線影響研究功績賞では、放射線科学研究の分野において顕著な業績をあげた研究者を、

副賞を添え顕彰しています。

②�放射線影響研究奨励賞では、放射線科学研究の分野において活発な研究活動を行い将来性

のある若手研究者を、副賞を添え顕彰しています。

なお、詳細は協会ホームページ（http://www.rea.or.jp/）の「助成・顕彰」の項でご確認下さい。

２．放射線管理記録の引渡しについて

RI等使用事業者は、法令により従事者の被ばく線量の測定記録および健康診断記録の保存が

法令により義務付けられています。ただし、当該記録の対象者が従事者でなくなった場合又は

当該記録を 5 年以上保存した場合には、国の指定した記録保存機関である当協会へ記録を引渡

すことにより法令上の記録保存の義務が免除されます。また、RI等使用事業所で、RI等の使用

を廃止した場合は、当協会へ記録を引渡すことが義務付けられています。

当協会では、引渡しを受けた記録を、厳正な管理の下に保管するとともに、記録に関わる本

人からの開示請求等に対応しています。

なお、廃止措置での記録の引渡しの際に、保存しておくべき記録が紛失のため引渡せないケー

スが発生しておりますので、 5 �年以上保存の記録については当協会へ順次引渡すことをお勧め

いたします。

（公財）放射線影響協会からのお知らせ

「RI 等記録引渡しの手続き、料金等」のお問合せ先

（公財）放射線影響協会�　

　放射線従事者中央登録センター RI 等記録管理課

　電話：03（5295）1790　e-mail：ri@rea.or.jp

　URL：http://www.rea.or.jp/chutou/hikiwatashi.htm
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主　要　日　誌

【活動日誌】

〇総務部

12 月 7 日� �令和 4 年度第 3 回理事会（令和 4

年度放射線影響研究功績賞・同奨励

賞及び研究奨励助成並びに令和 4 年

度第Ⅱ・Ⅲ期国際交流助成の決定に

ついて、基本財産の増額について、

定款の変更について等）

〇企画部

11 月 16 日� �令和 4 年度放射線影響研究功績賞及

び同奨励賞選考委員会（Web ミーティ

ング形式）

11 月 21 日� �令和 4 年度研究奨励助成金選考委員

会（Web ミーティング形式）

12 月 13 日� �令和 4 年度 ICRP 調査・研究連絡委

員会「外部専門家との意見交換会」

（Web セミナー形式）

〇放射線従事者中央登録センター

12 月 1 日� �第 130 回被ばく線量登録管理制度推

進協議会（令和� 5 �年度事業計画及び

収支予算について、原子力登録管理

システムのリプレースについて等）

（対面及び Web ミーティング形式）

〇放射線疫学調査センター

9 月 15 日� �日本放射線影響学会第 65 回大会にお

いて「福島原発事故の預託実効線量

から臓器線量への変換における不確

かさ：原子力施設作業者コホート研

究 J-EPISODE」、及び「潜伏期の仮定

はそれ自体が放射線リスク推定値を

上昇させる」のタイトルで発表した。

10 月 9 日� �European�Radiation� Protection�Week�

2022 に お い て「Uncertainties�in�organ�

dose� reconstruction� from� Fukushima�

accident � emergency� work� dose � in�

J-EPISODE�cohort�study」のタイトル

で発表した。

10 月 16 日� �Radiation�Research�Society's�68th�Annual�

Meeting に お い て「Two�topics�from�

the�epidemiological� studies�of�Japanese�

nuclear�workers」のタイトルで発表し

た。

11 月 17 日� �令和 4 年度第 1 回�放射線疫学調査�

調査研究評価委員会（Web ミーティ

ング形式）

11 月 24 日� �第 4 回日本放射線安全管理学会・日

本保健物理学会合同大会において「放

射線業務従事者コホート J-EPISODE

の第Ⅶ期解析計画」、及び「J-EPISODE

における新コホートの特性と予想さ

れる結果」のタイトルで発表した。

12 月 14 日� �令和 4 年度第 1 回�放射線疫学調査�

あり方検討会フォローアップ委員会

（Web ミーティング形式）

12 月 22 日� �令和 4 年度第 1 回�放射線疫学調査�

倫理審査・個人情報保護委員会（Web

ミーティング形式）

【論文掲載】

〇放射線疫学調査センター
��「低線量放射線による健康影響①　放射線科医・

診療放射線技師を対象とした疫学研究結果のレ

ビュー」が日本診療放射線技師会誌 JART2022 年

11 月号に掲載された。

－ 17 日

－ 14 日

－ 19 日

－ 26 日


